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周術期管理センター設立の背景と
その業務

本大学病院の歯科衛生士の業務の 1つ にf

手術直前の患者 さんに向き合 う場面があ りま

す。病院医療 を担 う一員 として、 「明 日は手

術ですね。ちょっと緊張されますか ? で も

大丈夫ですよ。 がんば りましょうね」などと

い う会話 を歯科衛生士がします。 これは病棟

内の「プラークフリー室」と呼ばれる部屋で、

翌 日に経口気管挿管による全身麻酔下の手術

を受けられる忌者 さんに、歯科衛生士が専門

的な口腔清掃 ・日腔衛生管理 を行っている際

の患者 さん との会話です。平成20年末現在、

歯科衛生士の就業場所の 9害Jは一般歯科開業

医の診療所ですので(厚生労働省調べ)、少 々

変わった、新鮮 な感 じを受けられる方 も多い

のではないで しょうか。

本大学病院では、手術 を受けられる患者 さ

んに、快適で安全 ・安心 な手術 と周術期 (術

前から術後まで)の環境 を効率的に提供するこ

とを目的 として、2008年 9月 に「周術期管理

センター」が設立 され ました。本病院の年間

外科手術件数 は8,000件を超 え、年 々増加 し

ていますが、患者 さんの手術への身体的 ・精
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現在 に至 る

神的準備が間に合わない とい う問題が生 じつ

つあ ります。 このような背景か ら、周術期管

理センターの設立 に至 りました。

周術期管理センターの介入 は、手術が決定

したタト来受診時から開夕台され、手術 を受ける

患者 さんの身体的 ・心理的準備 を多職種が連

携 して進 めてい きます。 そのメ ンバー とし

て、麻酔科医、看護師はもちろんのこと、薬

剤師、理学療法士、事務職員 とともに、歯科

医師および歯科衛生士 も極めて積極的に活動

に参カロしています(図 ]、2)。

現在の ところ、中心 となる看護師の一部 は

専任ですが、他のスタッフは全員主診療科等

の兼任 となってお り、そのため受入忠者 は呼

吸器外科の肺がんを中心 とする肺野の手術 と

消化管外科の食道手術 に限 られています。将

来的に"頂次提携診療科 を拡大する予定です。

周術期管理センターにおける
歯科の役言」

麻酔科医師による最終チェックに至 るまで

に、看護師による手術のための問診 と診察や

データチェック、薬剤師による持参薬管理 と

中止薬の徹底、理学療法士による術前 リハ ビ
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歯科医師 1

歯科衛生± 1

歯科医師 1

歯科衛生± 1

歯科医師 2

術前 の治療 につ いて は臨機 応変 に各部 門員 の診 療予 約 等 の合 間 に対 応 、 あ る いは専 門診 療科 に依 頼 す る。

の都合で週 2日 しかないのですが、一方で手

術 日は何曜 日にもな り得 ますから、手術前の

プラークフリーは毎 日夕方に歯科医師 1名 、

歯科衛生± 1名 を当番制で配 し、原則翌 日手

術 を受 ける患者 さんの口腔内を専門的に清掃

し、できるだけ清潔 な口腔内で手術 に臨んで

もらえるようにしています (図 3)。 この活動

には本院歯科衛生士室の多 くの歯科衛生士が

かかわっています(図 4)。 おそらくこういっ

た活動の中での歯科衛生士の業務 として、一

般的にもっとも理解 しやす く、直接的な業務

はこの手術前 プラークフリーで しょう。

また、術後 の患者 さんの口腔 内の管理 に

も積極 的に取 り組んでい ます。一週 間の業

務 (表 1)に 言己載 しているように、ICUの 往診

や、病棟 に帰室 した術後の患者 さんの往診 に

も積極的に行っています。現場の看護師 と口

腔内の管理 について話 し合いの機会 を持つ こ

ともあ ります (7 4ベージ図 5)。日腔 内の管理 ・

口腔 ケアを、基本的には日常の看護の一環 と

して各病棟の看護師にお願い し、そのポイン

トをお知 らせ す る一方、看護 師で は困難 な

ケースでは歯科衛生士が看護師等 と連携 して

口腔内の管理 ・ケアにあたっています。

経 口気管挿管患者 を対象 に、 口腔 ケ
‐
/に

よ る人 工 呼 吸器 関 連 肺 炎 (弘P: A / e n d l a t o r

Associated Pneumonia)の 予防効果
1～4)ヵミ幸反告

されてお り、現場の看護師の関心は非常 に高

いです。一方で、術後月市炎に関 しては、現在

のところ私たちは日腔内を清潔 にするのみで

は明 らかに減少 させ るに至 ってお らず(E日象

として減っている感はあるのですが)、 口腔 内

の保清のみならず、摂食味下機能評価 ・訓練

を専門 とする歯科医師および歯科衛生士で手

術後 の患者 さんの誤味 を防止 し、
“
誤味性肺

炎ゼロ
"運
動 を始 めています。
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を問題な く行 うための多職種 との人間関係の

構築、そして患者 さんの死生観 にいたるよう

な哲学的なものまでもが要求されると思いま

す。歯科衛生士の養成課程 における教育年限

が延長 されている背景 には、おそらく口腔内

の管理 に関す る技術者 的な立場 か ら、全身

的 ・医科的な知識 とともに、全人的で豊かな

人間″性をもった、医療 に一石 を投 じるような

活動ができる歯科衛生士が世 に求められ始め

ているからではないか と私 は考 えています。

大変な内容 と感 じられるかもしれません。

でも一方で、医療職 としての一員 として、 と

てもや りがいのある仕事でもあ ります。平成
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